
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 No.1 

2026．1．1 

島根革新懇 

十
二
月
七
日
、
松
江
市
の
島
根
県

民
会
館
で
「
人
間
の
尊
厳
を
守
り
、

政
治
の
革
新
を
め
ざ
す
島
根
の
会
」

（
島
根
革
新
懇
）
の
再
建
総
会
が
五

十
二
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
全
国
革
新
懇
代
表

世
話
人
で
ド
イ
ツ
文
学
翻
訳
家
の
池

田
香
代
子
さ
ん
が
記
念
講
演
し
ま
し

た
。 池

田
さ
ん
は
、
や
さ
し
い
口
調
で

松
江
に
い
た
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー

ン
が
、
ど
の
よ
う
に
妻
せ
つ
さ
ん
と

協
同
し
て
「
怪
談
」
を
作
り
上
げ
た

か
と
い
う
話
か
ら
始
ま
っ
て
、
出
雲

神
話
の
国
ゆ
ず
り
、
北
ア
メ
リ
カ
先

住
民
の
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
に
見
ら
れ
る

王
の
い
な
い
国
を
運
営
す
る
民
主
主

義
の
原
点
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
ま
し

た
。 振

り
返
っ
て
排
外
主
義
的
な
高
市

政
権
の
支
持
率
が
な
ぜ
高
い
の
か
と

い
う
話
に
。 

「
政
治
の
右
傾
化
は
日
本
だ
け
で
な

く
多
く
の
先
進
国
に
見
ら
れ
る
こ
と

で
、
三
十
年
に
わ
た
る
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
の
結
果
、
大
金
持
ち
が
現
れ
る

一
方
で
広
い
中
間
層
が
や
せ
細
っ
て

不
安
に
か
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
背
景 

に
あ
る
。
今
の
日
本
の
こ
の
よ
う
な

状
況
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
ド
イ

ツ
や
日
本
に
そ
っ
く
り
で
あ
る
」
こ

と
が
話
さ
れ
、
続
い
て
ア
ニ
メ
「
戦

争
の
作
り
方
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

 
 
 

最
後
に
池
田
さ
ん
は
「
こ
の
戦
い

は
長
く
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

会
の
名
称
に
も
あ
る
『
人
間
の
尊

厳
』
を
守
れ
と
言
い
続
け
ま
し
ょ

う
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。 

記
念
講
演
の
あ
と
、
参
加
者
か
ら

の
発
言
で
は
島
根
革
新
懇
の
再
建
を

歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
か
つ
て
の
よ

う
に
休
眠
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
地
域
か
ら
統
一
戦
線
運
動
を
進

め
る
と
言
う
観
点
で
粘
り
強
く
や
る

よ
う
に
、
女
性
の
活
躍
を
進
め
る
た

め
に
役
員
に
も
女
性
を
入
れ
る
べ
き

な
ど
活
発
な
発
言
が
続
き
ま
し
た
。 

最
後
に
、
会
則
と
出
発
時
の
世
話

人
六
名
が
承
認
さ
れ
、
島
根
革
新
懇

が
力
強
く
再
建
さ
れ
ま
し
た
。 

 入
会
状
況
：
八
団
体
二
十
三
個
人 

全
国
ニ
ュ
ー
ス
読
者
：
五
十
九
部 

地
域
か
ら
運
動
進
め
よ
う
！ 

島
根
革
新
懇
が
再
建
総
会 

 

島
根
革
新
懇
で
は
県
内
の
様
々
な
取

り
組
み
の
紹
介
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

みんなで考える介護の未来 
～介護する人・受ける人がともに 

大切にされる介護制度を～ 

講演（日下部雅喜さん）と介護現場からの報告 

日時 １月１８日（日）午後２時～ 

会場 島根県民会館大会議室 

          （資料代３００円） 

主催 島根県社会保障推進協議会 

核兵器禁止条約発効５周年 

核兵器いますぐなくそう！ 
県被団協会長本間恵美子さんの訴え 

日時 １月２４日（土）午後２時～ 

会場 松江市民活動センター５階 

参加費無料 

主催 原水爆禁止島根県協議会 

連絡先： メール horiki@enjoy.ne.jp  電話 0852-25-3456（伊東） 




